
 

 

 

      平成３０年（2018年）８月６日 

政策会議資料 

行政経営部企画財政室 

   

  

吹田市第４次総合計画基本構想・基本計画（案）の策定について 

 

第４次総合計画（平成 31年度～平成 40年度）を策定しようとするものです。          

 

１ 趣旨 

  平成 18年度（2006年度）の第３次総合計画の策定から 10年以上が経過する中、社会経

済状況の変化や一層進展する少子高齢化等に伴う課題に対応するため、平成 31年度（2019

年度）を計画始期とする第４次総合計画を策定しようとするものです。 

 

２ 第４次総合計画の概要  

（１）総合計画の構成 

 主な内容 

基本構想 

・策定の背景（本市の概要や特徴、将来人口の推計、社会潮流等） 

・吹田市の将来像 

・施策の大綱 

基本計画 

・基本計画推進のために 

（進行管理、個別計画による取組の推進、財政運営の基本方針） 

・政策・施策（施策ごとに施策指標を設定） 

・市民意識指標 

実施計画 ・具体的な事業内容と財政計画 

（２）計画期間 

   平成 31年度（2019年度）～平成 40年度（2028年度）の 10年間 

   基本計画は、必要に応じて見直しを行います。 

  実施計画の計画期間は５年間とし、ローリング方式により毎年度見直しを行います。 

（３）内容 

   資料１‐２を参照 

 

３ 策定経過 

  平成 28年度から、庁内の総合計画策定委員会において基本構想（素案）及び基本計画（素

案）の検討を行った後、総合計画審議会へ素案の諮問を行い、平成 30年 6月 4日に同審議

会から答申をいただきました。その答申を基本とし、パブリックコメント（6 月 11 日～7

月 10日実施）でいただいた意見等（提出意見 87件）を参考に、7月 25日開催の策定委員

会において最終案をまとめました。 

  なお、計画の検討に当たっては、様々な手法により市民参画の取組を実施しました。ま

た、総合計画検討特別委員会からの意見も踏まえ、計画案のとりまとめを行いました。 

 

４ 今後の予定 

平成 30年（2018年）9月定例会 「第４次総合計画基本構想・基本計画（案）」を提案 

※ 吹田市自治基本条例及び吹田市議会の議決すべき事件に関する条例により、基本構

想及び基本計画は市議会の議決を得ることが定められています。 

資料 １‐１ 


